
【作業者間のコラボレーションのための作業スペースの組み⽴て】   

AUTOMATION ANYWHERE 

 

①要約： 

このアイデアは、オフィスのレイアウトを放射線状に配置し、コミュニケーションを促進

することで、業務部門の連携を円滑化するものです。さらに、自動更新機能を持つ RPA ソ

フトウェアを導入し、業務の効率化、データ処理の自動化を図っています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、オフィス環境を改善し、コミュニケーションを促進することで業

務部門の連携を強化し、効率を高めることにあります。また、RPA ソフトウェアの自動更

新機能を活用することで、業務の自動化とデータ処理の効率化を図ります。 

 

③新規性： 

オフィスレイアウトの放射線状配置やリーダーの配置、メッセージ表示システムなど、従

来のオフィス環境の概念を打破し、新たなコミュニケーションスタイルを提案していま

す。 

 

④独自性： 

RPA ソフトウェアに AI 機能を組み合わせ、構造化されていないデータの処理も可能とす

る独自のアプローチを取っています。また、IQ ボットサービスを活用し、入力や承認作業

を自動化する手法も独自性を持っています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアには、業務部門間の連携強化や業務効率化、データ処理の自動化により、経

済的な価値があります。特に AI 機能を活かした RPA ソフトウェアの導入により、高い収

益を上げているという点も経済的な価値を持ちます。 

  


